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対応状況

<主な取組>

今年度の
取組

実績と
成果

参考HP①

参考HP②

参考HP③

－

（薬物乱用防止に係る啓発活動の実施）
・薬物乱用防止指導員研修会の実施
・ポスター、会報の作成・配布
・青少年等薬物再乱用防止支援事業の実施
・街頭啓発、パネル展等の開催
・医療用麻薬適正使用推進講習会事業の実施

（不正な薬物使用に対する取組）
・医療機関等に対する立入検査の実施
・重点地区を中心とした野生大麻の除去活動の実施

【令和４年度実績】
（薬物乱用防止に係る啓発活動の実施）
・薬物乱用防止指導員研修会の実施（令和４年７月25日）により、38名の指導員の養成が図られた。
・薬物乱用防止教室を開催し、青少年を対象とした啓発が図られた。（Ｒ３：47件、Ｒ４：61件）
・ポスター、会報の作成・配布や、令和４年度青少年等薬物乱用防止対策推進方針による啓発活動、令和４
年度薬物乱用防止対策実施要綱に基づく街頭啓発（各地区毎に実施）、パネル展（令和５年２月８～９日）
を実施することにより、道民に対する啓発が図られた。
・医療用麻薬適正使用推進講習会事業を実施（令和４年11月12日）し、道内の医療機関に対し、医療用麻薬
の適正使用に関する意識の高揚が図られた。

（不正な薬物使用に対する取組）
・麻薬診療施設等立入検査（Ｒ４：７件）により、道内医療機関における医療用麻薬の適正管理が図られ
た。
野生大麻の除去（Ｒ４：287,036本）、不正けしの除去（Ｒ４：2,770本）により、薬物の不正使用に対する
未然防止につながった。

7,208千円 7,209千円 6,297千円

薬物乱用防止の啓発推進、薬物依存者の社会復帰支援や再使用の防止のための関係機関等の連携強化、野生
大麻等の除去作業、麻薬等医薬品の正規ルートからの不正流出を防止等するための医療機関等の立入検査及
び指導の強化。

（薬物乱用防止に係る啓発活動の実施）
・薬物乱用は国内において深刻な社会問題であり、特に大麻事犯の検挙人員は毎年増加、年齢低下の傾向に
ある。そのため、関係機関・団体が連携し、青少年を対象にした薬物乱用防止教室を含む各種啓発活動等を
実施する必要がある。

（不正な薬物使用に対する取組）
・麻薬、向精神薬、覚醒剤及び覚醒剤原料の適正な管理と流通の確保を図るため、法令等の周知徹底及び監
視指導等を行う必要がある。
・道内に自生する野生大麻の不正使用を未然に防止するため、関係機関と連携し、その撲滅に取り組む必要
がある。

－

令和５年度　基本評価調書 医務薬務課

薬物乱用防止対策の推進 0409

道民生活の安全の確保と安心の向上 １（５）Ａ

－

概ね順調

関連重点
戦略計画等

－



<指標分析>　⇒成果指標は、原則、取組項目ごとに１つ以上、全体で５つ以下とする

減少 件 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 23,607 18,467 18,429 前年実績以下

実績値 18,467 18,429 19,604 －

指標公表時期

増加 ％ R2年度 R3年度 R4年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 79 85 88.2 過去５年平均値以上

実績値 90 103.8 89.3 －

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名⑤

－ －

設定理由
犯罪のない地域社会の構築の状況及び道民生活の安全の確保度合いを測る指標であり、課題である薬物事犯
を含む犯罪防止対策等の取り組みの成果を測る指標として設定。

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

重要犯罪の検挙率は、北海道警察が主体の指標であり必ずしも薬物乱用防止の取組の成果と直結していないが、Ｒ３と比
較してＲ４の実績値は過去５年平均値以上となっている傾向を把握した。今後とも北海道警察とともに、薬物乱用が端緒
となる二次犯罪として重要犯罪が起きる可能性もあることから、重要犯罪の検挙率を把握することが必要と認識してい
る。

指標名③

分析（主な取組と成果）

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名④

－ －

－ －

刑法犯認知件数は、北海道警察が主体の指標であり必ずしも薬物乱用防止の取組の成果と直結していないが、Ｒ３と比較
してＲ４の実績値は増加しており、犯罪傾向を把握した。今後とも北海道警察とともに、薬物犯罪を含む刑法犯認知件数
について把握することが必要と認識している。

指標名②

重要犯罪の検挙率 101.2% Ａ

例年２月頃 出典（根拠計画等） 北海道総合計画（警察庁「犯罪統計資料」）

分析（主な取組と成果）

設定理由
犯罪のない地域社会の構築の状況及び道民生活の安全の確保度合いを測る指標であり、課題である薬物事犯
を含む犯罪防止対策等の取り組みの成果を測る指標として設定。

例年２月頃 出典（根拠計画等） 北海道総合計画（警察庁「犯罪統計資料」）

刑法犯認知件数 94.0% Ｂ

令和5年度 基本評価調書

指標名①

【１（５）Ａ_0409】薬物乱用防止対策の推進



令和5年度 基本評価調書 【１（５）Ａ_0409】薬物乱用防止対策の推進

<取組分析（連携状況、緊急性・優先性）>

<取組分析（その他の統計数値等）>

b

b

b

（課題）
　薬物乱用は国内において深刻な社会問題であり、医療用麻薬の正規ルートからの不正流出等を防止する必要がある。

（課題）
　薬物乱用は国内において深刻な社会問題であり、特に大麻事犯の検挙人員は毎年増加、年齢低下の傾向にある。そのた
め、関係機関・団体が連携し、青少年を対象にした薬物乱用防止教室を含む各種啓発活動等を実施する必要がある。

（課題）
　道内に自生する野生大麻の不正使用を未然に防止するため、関係機関と連携し、その撲滅に取り組む必要がある。

統計数値等③ 過年度① 過年度② 最新年度

全国の野生大麻除去本数に占める道内割合 R2：80.0% R3：87.1% R4：34.6%

大麻事犯の検挙人員

分析等

（分析等）
　全国の野生大麻除去本数に占める道内割合は減っているものの、他県の除去本数が増加したためであり、
道内の除去本数としては、依然として多いことから、その撲滅に継続的に取り組む必要がある。

R2：277 R3：236 R4：266

分析等

（分析等）
　大麻事犯の検挙人員は毎年増加、年齢低下の傾向にあり、引き続き、関係機関・団体が連携し、青少年を
対象にした薬物乱用防止教室を含む各種啓発活動等を実施する必要がある。

分析等

（分析等）
　向精神薬等の不正流通も確認されていることから、医療用麻薬の正規ルートからの不正流出等を防止する
必要があり、麻薬取扱施設への監視指導を継続的に実施する必要がある。

統計数値等② 過年度① 過年度② 最新年度

統計数値等① 過年度① 過年度② 最新年度

麻薬取扱施設への監視指導数 R2：13 R3：19 R4：7

連携状況

（課題）
大麻事犯に係る検挙人員は年々増加傾向にあり、特に若年層（30歳以下）の検挙人員が増加している。

（取組）
道内30保健所と連携し、令和４年度は、道内で野生大麻287,036本、不正けし2,770本を除去し、大麻事犯の未然防止
に寄与した。

緊急性
優先性

（課題）
大麻事犯に係る検挙人員は年々増加傾向にあり、特に若年層（30歳以下）の検挙人員が増加している。

（取組）
北海道薬物乱用防止指導員や保健所職員等が薬物乱用防止教室等の啓発活動を積極的に実施することにより、若
年層に対して薬物乱用の危険性を伝え、大麻事犯の未然防止に寄与した。
（Ｒ３：47件、Ｒ４：61件）

□ 成果指標で課題への対応を説明済



令和5年度 基本評価調書 【１（５）Ａ_0409】薬物乱用防止対策の推進

<総合判定>

○

○

ｂ

※ 成果指標の指標判定が「Ｄ」の指標

対応方針番号

①

②

③

<二次政策評価>

二次政策
評価

 （　　　－　　　）

指 標 判 定
総 合
判 定

概ね順調緊急性・優先性

その他の統計数値等

Ａ

連 携 状 況

翌年度に
向けた

対応方針

内容

（薬物乱用防止に係る啓発活動の実施）
・薬物乱用は国内において深刻な社会問題であり、特に大麻事犯の検挙人員は毎年増加、年齢低
下の傾向にある。そのため、関係機関・団体が連携し、青少年を対象にした薬物乱用防止教室を
含む各種啓発活動等を実施する必要がある。

（不正な薬物使用に対する取組）
・麻薬、向精神薬、覚醒剤及び覚醒剤原料の適正な管理と流通の確保を図るため、法令等の周知
徹底及び監視指導等を行う必要がある。
・道内に自生する野生大麻の不正使用を未然に防止するため、関係機関と連携し、その撲滅に取
り組む必要がある。



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

0301 一般 麻薬等取締費
・麻薬関係法令等の周知徹底及び監視指導等に関する事業
・野生大麻の除去事業及び啓発活動事業

医務薬務課 4,496 0 0.7 5.7 6.4 54,672 ①
改善（取組分

析）

0302 一般 覚せい剤乱用防止啓発事業費
・薬物乱用防止等啓発事業
・医療用麻薬等適正使用の目的に関する研修事務

医務薬務課 2,712 2,712 0.6 3.1 3.7 31,720 ②
改善（取組分

析）

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0 7,208 2,712 1.3 8.8 10.1

令和5年度　事務事業評価調書 薬物乱用防止対策の推進 0409

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名

計

前年度からの
繰越事業費
（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト
（千円）

一次政策評価

二次政策評価意見


